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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第50期

会計期間
自平成20年８月１日
至平成21年４月30日

自平成21年２月１日
至平成21年４月30日

自平成19年８月１日
至平成20年７月31日

売上高（千円） 5,351,634 904,703 12,642,407

経常利益（△損失）（千円） △940,408 △347,197 679,990

四半期(当期)純利益（△損失）

（千円）
△2,032,345 △274,341 537,760

純資産額（千円） － 9,897,893 12,462,903

総資産額（千円） － 15,609,511 18,278,962

１株当たり純資産額（円） － 19,795.99 24,925.81

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△損失）（円）
△4,064.69 △548.69 1,105.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 63.4 68.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,669,026 － 1,505,595

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△992,704 － △923,232

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
457,018 － △644,463

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 4,941,835 3,868,312

従業員数（人） － 681 726

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人） 681 (1)

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年４月30日現在

従業員数（人） 442 (1)

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、単一事業部門で組織しているため、事業の種類別セグメン

トに代えて、事業の工程別に記載しております。

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績は、次のとおりであります。

工程の名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

表面処理加工（千円） 845,353

精密プレス加工（千円） 84,616

合計（千円） 929,969

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間の受注状況は、次のとおりであります。

工程の名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

表面処理加工 871,017  148,519

精密プレス加工 116,336 64,268

合計 987,353 212,788

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績は、次のとおりであります。

工程の名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

表面処理加工（千円） 820,363

精密プレス加工（千円） 84,340

合計（千円） 904,703

（注）１．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割

合は、次のとおりであります。

 相手先

 当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

 金額（千円）  割合（％）

 ジェイ・エス・ティ電子工業（株）  142,962  15.8

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間は、米欧の金融システムの動揺が深刻化し世界経済が急速に悪化する中、輸出主導、

外需依存度の高いわが国経済も大幅に悪化いたしました。

海外経済の悪化や為替の円高を背景に輸出が大きく落ち込んだことから生産の減少幅が拡大し、企業収益に加

え家計の雇用・所得環境も悪化する等経済全体として厳しい状況が続く中、国内民間需要も弱まりました。

当社グループが属する電子工業界におきましては、最終製品の在庫調整が進んだ影響から生産の大幅な減少が

続き、市場全体の牽引役だった携帯電話機の世界市場もマイナス成長に転ずる等市場環境は一層厳しさを増して

おります。

このような状況のもとで当社グループは、取引先各社への積極的な営業活動を展開し受注の確保に努めるとと

もに、材料費低減等の原価改善活動に加え徹底的な経営合理化にも取り組み収益構造の改善を図ってまいりまし

たが、市場環境の悪化を補うには至りませんでした。

この結果当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高904百万円、営業損失400百万円、経常損失347百万円、四半

期純損失274百万円となりました。

なお、当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、事業の種

類別セグメントの記載をしておりません。

所在地別セグメント毎の業績は、次のとおりであります。

 

①　日本

当第３四半期連結会計期間は、米欧の金融システムの動揺が深刻化し世界経済が急速に悪化する中、輸出主

導、外需依存度の高いわが国経済も大幅に悪化いたしました。取引先の電子部品メーカー各社も在庫調整、生産

調整を一層強化したことから受注の大幅な減少が続きました。この結果、売上高は697百万円、営業損失は325百

万円となりました。

 

②　アジア諸国

当第３四半期連結会計期間は、フィリピンのSPMC、中国の山王電子ともに世界的な景気後退の影響を受け、売

上高は206百万円、営業損失は95百万円となりました。

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が2,516百万円、有形固定資産が1,151百万円、繰

延税金資産が365百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比2,669百万円減少し、15,609百万円となりま

した。負債は、借入金、社債等が増加したものの、仕入債務が337百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末

比104百万円減少し、5,711百万円となりました、また、純資産は、四半期純損失の計上及び配当金の支払などによ

り、2,565百万円減少の9,897百万円となりました。この結果、自己資本比率は63.4％となり、前連結会計年度末比

4.8％減少しました。 

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、4,941百万円となり、第２四

半期連結会計期間末と比較して1,263百万円の増加となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は、495百万円となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純損失が347百万円あったものの、売上債権が871百万円減少し、減価償却費が254百万円あったこ

とによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、53百万円となりました。これは主に、固定

資産の取得による支出が92百万円、定期預金の預入払戻による払戻超過49百万円があったことによるものであり

ます。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は、785百万円となりました。これは主に、長期

借入れによる収入750百万円、社債の発行による収入292百万円があったことによるものであります。 

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、37百万円であります。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,760,000

計 1,760,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年６月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 500,000 500,000ジャスダック証券取引所
単元株式数10株

（注） 

計 500,000 500,000 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年２月１日～

平成21年４月30日
－ 500,000 － 962,200 － 870,620

　 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

①【発行済株式】

 平成21年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　   499,930 49,993

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 普通株式  　 70 － 同上

発行済株式総数 500,000 － －

総株主の議決権 － 49,993 －

 

②【自己株式等】

 平成21年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割（％）

　　 　－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
８月

９月 10月 11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 6,970 6,000 5,000 4,000 4,100 3,750 3,090 3,600 2,900

最低（円） 5,600 4,780 3,510 3,650 3,350 2,990 2,700 2,410 2,340

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平成21年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間

（平成20年８月１日から平成21年４月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改

正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平

成21年４月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,708,458 4,178,512

受取手形及び売掛金 1,218,742 3,735,087

製品 90,061 119,527

原材料及び貯蔵品 1,213,483 1,330,125

その他 188,386 119,500

貸倒引当金 △8,500 △2,500

流動資産合計 8,410,632 9,480,252

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,762,527

※1
 2,162,912

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 2,060,907

※1
 2,599,603

土地 1,826,215 1,962,942

その他（純額） ※1
 317,986

※1
 393,265

有形固定資産合計 5,967,638 7,118,724

無形固定資産 320,194 251,295

投資その他の資産

投資有価証券 464,898 554,251

繰延税金資産 － 365,509

その他 515,227 509,261

貸倒引当金 △69,079 △331

投資その他の資産合計 911,046 1,428,690

固定資産合計 7,198,878 8,798,710

資産合計 15,609,511 18,278,962

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 123,766 461,181

短期借入金 1,694,686 1,712,769

1年内返済予定の長期借入金 450,360 300,360

1年内償還予定の社債 277,000 217,000

未払法人税等 8,370 12,964

繰延税金負債 － 405

その他 324,113 485,629

流動負債合計 2,878,296 3,190,310

固定負債

社債 872,000 849,000

長期借入金 816,550 466,820

退職給付引当金 625,083 613,036

役員退職慰労引当金 453,402 696,892

繰延税金負債 11,928 －

その他 54,356 －

固定負債合計 2,833,320 2,625,749

負債合計 5,711,617 5,816,059
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 8,029,763 10,160,652

自己株式 △17 －

株主資本合計 9,862,565 11,993,472

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,953 50,178

為替換算調整勘定 37,282 419,252

評価・換算差額等合計 35,328 469,430

純資産合計 9,897,893 12,462,903

負債純資産合計 15,609,511 18,278,962
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成21年４月30日)

売上高 5,351,634

売上原価 5,157,409

売上総利益 194,225

販売費及び一般管理費 ※1
 1,217,134

営業損失（△） △1,022,909

営業外収益

受取利息 49,707

受取配当金 1,598

助成金収入 40,927

保険返戻金 32,163

その他 16,386

営業外収益合計 140,782

営業外費用

支払利息 43,073

その他 15,208

営業外費用合計 58,282

経常損失（△） △940,408

特別損失

固定資産除却損 15,390

投資有価証券評価損 37,807

減損損失 ※2
 619,317

特別損失合計 672,516

税金等調整前四半期純損失（△） △1,612,925

法人税、住民税及び事業税 29,191

法人税等調整額 390,228

法人税等合計 419,420

四半期純損失（△） △2,032,345
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

売上高 904,703

売上原価 999,006

売上総損失（△） △94,302

販売費及び一般管理費 ※1
 306,479

営業損失（△） △400,782

営業外収益

受取利息 12,830

受取配当金 26

助成金収入 40,927

為替差益 19,764

その他 2,824

営業外収益合計 76,372

営業外費用

支払利息 13,865

社債発行費 7,824

その他 1,097

営業外費用合計 22,787

経常損失（△） △347,197

特別損失

固定資産除却損 174

特別損失合計 174

税金等調整前四半期純損失（△） △347,372

法人税、住民税及び事業税 4,570

法人税等調整額 △77,600

法人税等合計 △73,030

四半期純損失（△） △274,341
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成21年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,612,925

減価償却費 849,646

減損損失 619,317

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74,748

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,240

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △243,490

受取利息及び受取配当金 △51,305

支払利息 43,073

為替差損益（△は益） △13,793

投資有価証券評価損益（△は益） 37,807

固定資産除売却損益（△は益） 15,390

売上債権の増減額（△は増加） 2,447,555

たな卸資産の増減額（△は増加） 86,832

仕入債務の増減額（△は減少） △318,623

その他 △290,960

小計 1,655,516

利息及び配当金の受取額 48,556

利息の支払額 △47,546

法人税等の支払額 △36,288

法人税等の還付額 48,788

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,669,026

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,476,948

定期預金の払戻による収入 943,196

有形固定資産の取得による支出 △321,840

無形固定資産の取得による支出 △125,606

投資有価証券の取得による支出 △12,423

その他 918

投資活動によるキャッシュ・フロー △992,704

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 750,000

長期借入金の返済による支出 △250,270

社債の発行による収入 292,175

社債の償還による支出 △217,000

リース債務の返済による支出 △18,399

配当金の支払額 △99,469

その他 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー 457,018

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59,816

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,073,523

現金及び現金同等物の期首残高 3,868,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,941,835
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用し、評価基準については、従

来めっき材に係る原材料は低価法、それ以外は原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３

四半期連結累計期間の営業損失が15,202千円増加、経常損失、税金等調整前四半期純損失が9,734千円増加しておりま

す。また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

（2）連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17

日）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。なお、この変更による損益への

影響は軽微であります。

（3）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平

成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年

１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結

会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間か

らこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス

・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しております。

　ただし、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前のリース取引で、これらの会計基準等に基づき所有権移転外

ファイナンス・リース取引と判定されたものについては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を

適用しております。

　なお、これによる、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失並びにセグメント

情報に与える影響はありません。 

 

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間 
（自　平成20年８月１日 
 至　平成21年４月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、

当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期間按分す

る方法により算定しております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30日　財務省令

第32号））に伴い、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐用年数を、改正後の法人税

法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失、

経常損失、税金等調整前四半期純損失がそれぞれ46,109千円増加しております。また、セグメント情報に与える影響は、当

該箇所に記載しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成20年７月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、10,461,981千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、10,172,884千円で

あります。

 

（四半期連結損益計算書関係）
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

給与 230,916千円

役員報酬 132,959 

貸倒引当金繰入額 74,748 

退職給付費用 15,815 

役員退職慰労引当金繰入額 44,592 

研究開発費 135,982 

 

※２　減損損失 

当第３四半期連結累計期間において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

用途 場所 種類

事業用資産 （東北第二工場） 福島県郡山市 建物及び構築物、機械装置及び運搬具、土地、そ

の他

遊休資産 福島県郡山市 土地

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小の単位として、工場ごとに資産のグルーピングをしてお

ります。また、遊休資産については個別資産ごとにグルーピングをしております。

事業用資産（東北第二工場）は、平成21年３月をもって操業を停止しプレス事業を秦野工場へ集約することを

決定したため、当該資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（525,340千円）

として計上しております。その内訳は建物及び構築物342,692千円、機械装置及び運搬具103,784千円、土地42,748

千円、その他36,114千円であります。

また、福島県郡山市の土地については、将来の利用が見込まれなくなったため、遊休資産として区分し、帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（93,977千円）として計上しております。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、固定資産税評価額に合理的な調整を行っ

て算出した金額等により評価しております。
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当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

給与 69,938千円

役員報酬 32,506 

貸倒引当金繰入額 1,354 

退職給付費用 5,692 

役員退職慰労引当金繰入額 10,744 

研究開発費 37,050 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年４月30日）

 （千円）

現金及び預金勘定 5,708,458

預入期間が３か月を超える定期預金 △766,623

現金及び現金同等物 4,941,835

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年８月１日　

至　平成21年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 500,000株

  

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式     5株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月30日

定時株主総会
普通株式 62,500 125平成20年７月31日平成20年10月31日利益剰余金

平成21年３月９日

取締役会 
普通株式 37,500 75 平成21年１月31日平成21年４月10日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年８月１日　至平成21年４月30日） 

　当社グループは、貴金属表面処理事業の単一事業であり、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項は

ありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 697,852206,850904,703 － 904,703

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － －  (－) －

計 697,852206,850904,703 (－) 904,703

営業利益又は営業損失（△） △325,075△95,619△420,694(△19,912)△400,782

 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日　至平成21年４月30日）

 
日本
（千円）

アジア諸国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 3,353,2821,998,3525,351,634 － 5,351,634

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － －  (－) －

計 3,353,2821,998,3525,351,634 (－) 5,351,634

営業利益又は営業損失（△） △1,000,778△87,040△1,087,819(△64,909)△1,022,909

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は、次のとおりであります。

アジア諸国………フィリピン、中国

３．会計処理方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し、評価基準につ

いては、従来めっき材に係る原材料は低価法、それ以外は原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会

計期間より原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法に

よった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の日本の営業損失は、15,202千円増加しております。

４．追加情報

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30

日　財務省令第32号））に伴い、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却を算出する際の耐用

年数を、改正後の法人税法の耐用年数に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当

第３四半期連結累計期間の日本の営業損失は、46,109千円増加しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年２月１日　至平成21年４月30日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 245,650 245,650

Ⅱ　連結売上高（千円） － 904,703

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 27.2 27.2

 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年８月１日　至平成21年４月30日）

 アジア諸国 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,117,085 2,117,085

Ⅱ　連結売上高（千円） － 5,351,634

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 39.6 39.6

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外に属する国又は地域

アジア諸国………フィリピン、中国等 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年４月30日）

前連結会計年度末
（平成20年７月31日）

１株当たり純資産額 19,795.99円 １株当たり純資産額 24,925.81円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4,064.69円

 

１株当たり四半期純損失金額 548.69円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年８月１日
至　平成21年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日)

四半期純損失（千円） △2,032,345 △274,341

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △2,032,345 △274,341

期中平均株式数（千株） 500 499

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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２【その他】

平成21年３月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………37,500千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………75円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年４月10日

(注）平成21年１月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年６月11日

株式会社山王

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 都甲　孝一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　陽一　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の平成

20年８月１日から平成21年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年２月１日から平成21年４月

30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年８月１日から平成21年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の平成21年４月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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